
【資料４-１】 

 

令和６年度 地域福祉推進にあたってのテーマ型意見交換会の開催について（案） 

≪地域づくり支援編≫ 

 

1 目的・狙い 

区の重層的支援にかかる地域づくり支援に関わる関係機関が集まり、大田区地域福祉

計画の基本目標でも掲げている「つながりを感じることができる地域」や「誰もが地域

に参加できる共生のまちづくり」をめざして、アイデア出し等が行える場として開催する。 

 

２ 令和６年度テーマ  

『地域の居場所について』 

地域とのつながりと安心が得られる居場所づくりに取り組むため、居場所を運営して

いる関係者と、そうした居場所につなげる立場の関係者が意見交換をすることで、居場

所の役割や機能、どういう方に居場所が必要なのかなどを整理し、施策の推進に活かす。 

 

３ 予定参加者 20名程度（４グループ） 

（１）居場所運営側 

児童館、老人いこいの家、フラットおおた、居場所運営団体（社協紹介） 

（２）つなげる側 

社会福祉協議会、地域包括支援センター（シニアステーション）、特別出張所等 

 

４ ファシリテーション 

調整中 

 

５ 意見交換イメージ 

  居場所運営側とつなげる側の関係者とグループワーク方式（またはワールドカフェ方式）

で意見交換を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

居場所運営側 

 居場所にどんな方が来て
いるか 

 どんなことをしているか 
 居場所の運営上の課題や
工夫点 

 どんな方に居場所が必要か 
 居場所に期待することはな
にか 

 居場所につないだことによ
る効果・事例 

つなげる側 

 居場所がもつ効果にはどんなこと
があるか 

 居場所が必要な方にどのようにつ
ないでいくか、つないでいくための
仕掛け方のアイデアを検討 

アイデア出し 

検討の材料 


